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「道内の感染状況等（道案）」に対する主な意見

１ 有識者・専門家の意見

１－①
札幌市の状況が気になる。人流増加の影響について、慎重に見極める

必要があると考える。インフルエンザの流行期や忘年会シーズンなど懸
念材料が多くある。
感染対策の徹底を呼びかけるとともに、医療施設や保健所において、

迅速な検査、入院ができるよう、今一度、感染拡大期に備えた体制整備
を検討していただきたい。

１－②
道案に対し異存なし。
徐々に感染者が増加傾向を示しているが、第６波に向けて体制を整え

る重要な時期である。インフルエンザワクチン、ブースター接種が円滑
に進むよう調整をお願いしたい。

１－③
新規感染者数が若干、増加に転じており、昨年の二の舞いにならない

ように注意喚起をお願いする。
ワクチン接種については、接種率が全国平均に追いつけるように引き

続き努力をお願いする。若年層への啓発が必要と考える。

２ 市町村・関係団体の意見

２－①
感染状況は、ステ－ジ２の基準を満たしており、経済活動再開に向け、

好ましい状況とみられる。
「新しい旅のスタイル」も再開となり、観光関連事業者としては望ま
しい状況となったが、人流の増加に伴う感染状況に留意すべきと考える。


